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このたびは、電話機をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。�

■この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。�
 特に「安全上のご注意」（4～6ページ）は、ご使用前に必ずお読みいただき、�
 安全にお使いください。お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、�
 必要なときにお読みください。�
■保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ず確かめ、販売店から�
　お受け取りください。�
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本体と付属品・添付品
万一不備な点がございましたら、お買い上げの販売店へお申し付けください。

□ 電話機コード
................1本
（長さ約1.8 m）

□ 本体
................1台

□ 取扱説明書（本書）.....1冊 □ 保証書 ................1式添付品

□ 受話器
................1台

□ 受話器コード
................1本

□ 壁掛けアダプター
................1個

□ 壁掛け用木ねじ・
ワッシャー
............各2個

本機を使うには、単3形アルカリ乾電池が必要です。（ � 9ページ）
乾電池は付属されていませんので、別途お買い求めください。

■パソコンを使って、パナソニックの電話機の製品情報をインターネットの
ホームページ上で見ることができます。

パナソニック　電話機ホームページ http://panasonic.jp/phone/

はじめに
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■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は絵表示の一例です。）

この絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、
必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能
性が想定される」内容です。警告
この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損
害のみが発生する可能性が想定される」内容です。注意

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、
次の表示で区分し、説明しています。

安全上のご注意 必ずお守りください

■乾電池はネックレスなど
の金属物といっしょに持
ち運んだり、保管しない

警告

禁止

■乾電池を充電、加熱、
分解したり、火の中へ
入れない

液もれ・発熱・破裂の
原因になります。

液もれ・発熱・破裂の
原因になります。

禁止
●万一、もれた液が目に入ったり
身体に付いたら、水でよく洗い
流してください。身体に異常が
感じられたら速やかに医師に相
談してください。
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発煙・発熱の原因に
なることがあります。

■分解・修理・改造しない

分解禁止

●修理は販売店へご相談ください。

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

安
全
上
の
ご
注
意

注意
■雷が鳴ったら本機や電話
機コードに触れない

感電の原因になること
があります。

接触禁止

発煙・発熱の原因に
なることがあります。

■機器内部に金属物を入れ
たり、水をかけたり、
ぬらしたりしない

禁止

●ぬらした場合は、電話機コードを
抜いて販売店へご相談ください。

禁止

■湿気や湯気・油煙・ほこり
の多い場所では使用しない

発煙・発熱・感電の
原因になることが
あります。

■水平でない場所や振動の
激しい場所では使用しない

禁止

落下により破損・けがの
原因になることがあり
ます。

■受話器を無理に引っ張ら
ない

本機の落下により、
けがの原因になる
ことがあります。
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＋と－を間違えて入れると、乾電池の発熱によるやけどや、
液もれの原因になることがあります。

■指定外の乾電池を使った
り、新・旧乾電池や違う
種類の乾電池を混用しな
い

禁止

安全上のご注意

液もれの原因になる
ことがあります。

■使えなくなった乾電池は、
すぐ取り出す

注意

必ずお守りください

■乾電池の＋と－は正しく入れる

+

-

-

+

+

-

乾電池の発熱による
やけどや、液もれの
原因になることがあ
ります。 ●液もれが起きた乾電池は使用

しないでください。
●万一、もれた液が身体に付い
たら、水でよく洗い流してく
ださい。身体に異常が感じられ
たら速やかに医師に相談してく
ださい。
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必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

正
し
く
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
の
お
願
い
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全
上
の
ご
注
意

正しくお使いいただくためのお願い
設置場所（こんなところには置かないでください）

●本機は日本国内用です。国外での使用に対するサービスは致しかねます。

●この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づく
クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的として
いますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、
受信障害を引き起こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

●登録した内容（ワンタッチダイヤルなど）で重要なものは、必ずメモするなど
して保管してください。
使用誤りや静電気・電気的ノイズなどの影響を受けたとき、また故障・修理
のときに、メモリーに記憶した内容が変化・消失する場合があります。
また、電池がなくなったときには、メモリーに記憶した内容が消失します。
上記要因などにより、本機のメモリーに記憶した内容が変化・消失したため
に発生した損害については、当社はその責任を負えない場合もございますの
で、あらかじめご了承ください。

ご使用にあたって

●ピアノなどの上
キズがついたり、木材などの材質によっては本体の熱により、ひびわれや
変色の原因になります。

●火気や熱器具の近く 変形や故障の原因になります。

●直射日光のあたるところ、冷暖房機の近く
35℃以上、5℃以下になるところでは、誤動作・変形・故障の原因になります。

●寒い場所から急に暖かい場所に移動させたときは、すぐに、使用（接続）しな
いでください。設置場所の温度になじむまでしばらく放置したあと使用（接続）
してください。
結露が発生して、故障や誤動作の原因になります。

廃棄・譲渡・返却のとき（初期化）

本機は、お客様固有の情報（登録した内容など）をメモリーに記憶できます。
本機を廃棄、譲渡、返却する際には、お客様固有の情報の流出による不測の損害な
どを回避するために、記憶した情報を下記の操作で消去してください。

レバーを押さえ
ながら引き抜く

1 電話機コードを外し、
受話器を本体から取り外す
● 電話機コードの外しかた
（ � 29ページ）

2 乾電池を外す
約1時間後に本機に記憶した情報
が消去される

● 乾電池の外しかた（ � 29ページ
「乾電池を交換するとき」）
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各部のなまえとはたらき

VE-F39-W
VE-F39-W

LINE DATA

底面�

電話回線用モジュラージャック�
●電話コンセントにつなぐ（ � 10ページ)

データ機器接続用�
モジュラージャック�
( � 26ページ)

受話器�

●ダイヤル回線でプッシュ�
 ホンサービスを使う�
 ( � 19ページ)

ミュートランプ�
●通話中に、自分の声が�
 相手に聞こえないよう�
 にする（ � 19ページ）�

●構内交換機に接続しているとき�
 に、ポーズ（約4秒の待ち時間）�
 を入れる（ � 12ページ）�

着信ランプ�
●呼出音が鳴るとき光る�
●ダイヤル回線でダイヤル�
 中光る�

●ツータッチダイ�
 ヤルを使う�
 ( � 14ページ)

呼出音量切り替えスイッチ�
( � 10ページ)

●短縮ダイヤルを使う�
 ( � 16ページ)

●機能を登録するとき使う�

●同じ相手にもう一度かける�
 ( � 12ページ)�
�
●キャッチホンを受ける�
 ( � 12、13ページ)

●通話中に待ってもらう�
 ( � 13ページ)

スピーカーホンランプ�
●スピーカーホンで話す（ � 18ページ）�
●別売のヘッドセットで話すとき�
 使う（ � 23ページ）�

●受話音量を変える�
 ( � 12、13ページ)�
●スピーカー音量を�
 変える�
 ( � 18ページ)

受話器コード�

マイク�
●通話するとき使う�
 ( � 18ページ)

ワンタッチ�
ダイヤルボタン�
( � 14ページ)

�

シャープボタン�

ヘッドセットジャック�
( � 23ページ)

スピーカー�
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乾電池を入れる
乾電池は付属されていません。
単3形アルカリ乾電池を3本、準備してください。
●単3形マンガン乾電池を使うこともできますが、使用可能時間を長くするた
めに、単3形アルカリ乾電池をお勧めします。
充電式電池は、使用できません。

1 電池カバーを矢印の方向に
押して外す

2 乾電池を電池収納部の
＋ － 表示に従って入れる

3 電池カバーを閉める

2
1

お知らせ
●乾電池の使用可能時間について

パナソニック製　単3形アルカリ乾電池の場合：約6ヵ月
パナソニック製　単3形マンガン乾電池の場合：約3ヵ月

●電池が少なくなると、受話器を取ったり、 を押したときに、

スピーカーホンランプが6回点滅します。
乾電池を交換してください。（� 29ページ）

●乾電池は、下記の機能を使うときに必要です。
・電話の回線種別などの設定
・ワンタッチダイヤルなど電話番号の登録
・設定や電話番号など、記憶した内容の保持
・スピーカーホンやヘッドセット（ � 23ページ、裏表紙「別売品」）
・かんたん再ダイヤルの操作
・受話器を置いた状態でのボタン操作など

各
部
の
な
ま
え
と
は
た
ら
き
／
準
備

乾
電
池
を
入
れ
る

各
部
の
な
ま
え
と
は
た
ら
き

+

-

-

+

+

-
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接続する
壁掛けすることもできます。（ � 28ページ「壁（柱）に掛けるとき」）

1 受話器を取り付ける

2 電話機コード（付属品）を
つなぐ
● ADSL／ISDN回線に
接続するときや、
並列に接続するとき
（ � 26、27ページ）

3 電話の回線種別を設定する
（ � 11ページ）

お知らせ
●本機をご使用になるにあたって、NTTのレンタル電話機が不要となる場合は、
NTTへご連絡ください。ご連絡された日から「機器使用料」は不要となります。
詳しくは、局番なしの116番（通話料金無料）へお問い合わせください。
（現在お客様所有の電話機をご使用の場合、NTTへの連絡は不要です）

呼出音量を変えるには
3段階に変更できます。

アダプター（市販品）または�
資格者の工事が必要�

または�

資格者の工事が必要�

■ 3ピンプラグ式のとき�

■ 直接配線方式のとき�

LINE DATA

呼出音量切り替えスイッチ�
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電話の回線種別を設定する
プッシュ回線か、ダイヤル回線かを設定してください。
（お買い上げ時の設定：ダイヤル回線 速度20 pps）

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 を押す

3 を押す

4 回線種別を選ぶ
■ プッシュ回線のとき

を押す

■ ダイヤル回線速度10 ppsのとき
を押す

■ ダイヤル回線速度20 ppsのとき
を押す

5 を押す
「ピー」と鳴り、
ミュートランプが消灯する

ミュートランプ�

電話がかからないとき

NTT窓口（ 116）にお問い合わせください

「ダイヤル回線 速度20 pps」に設定する

電話がかからないとき

「ダイヤル回線 速度10 pps」に設定する

電話がかからないとき

「プッシュ回線」に設定する

回線種別がわからないとき

■途中でやめるとき 受話器を取り、受話器を戻す。

準
備

電
話
の
回
線
種
別
を
設
定
す
る

接
続
す
る
／
呼
出
音
量
を
変
え
る
に
は
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電話をかける
ダイヤルしてかける以外に、再ダイヤル、ワンタッチダイヤル（� 14ページ）、ツータッチ
ダイヤル（� 14ページ）、短縮ダイヤル（� 16ページ）を使ってもかけられます。

1 受話器を取り、ダイヤルする

2 話す
■ 音の大きさを変えるには
（受話音量）

を押す

（4段階に切り替わる）

■ キャッチホンを受けるには

を押す

（最初の通話に戻るには、

もう一度 を押す）

3 終わったら、受話器を戻す

お知らせ
●スピーカーホン…受話器を置いたまま相手と話すことができます。（�18ページ）

●構内交換機に接続しているとき

外線発信番号のあとに を押し、相手の電話番号をダイヤルしてください。

同じ相手にもう一度かける（再ダイヤル）

1 受話器を取る

2 を押す

電話を切らずにかけ直す（かんたん再ダイヤル）

コンサートのチケット取りなどで相手につながりにくいとき、電話を切る操作を省
いてかけ直せます。

1 相手にダイヤルする

2 相手につながらなかったら、電話を切らずに を押す
自動的に電話を切ってかけ直す
● 相手につながらないとき 手順2を繰り返す
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す
ぐ
使
い
た
い
と
き

電
話
を
受
け
る
／
通
話
中
に
待
っ
て
も
ら
う
（
保
留
）

電
話
を
か
け
る

呼出音の大きさは、変えることができます。（ � 10ページ）
●電話がかかってくると、呼出音が鳴り、着信ランプが点滅します。

1 受話器を取る

2 話す
■ 音の大きさを変えるには
（受話音量）

を押す

（4段階に切り替わる）

■ キャッチホンを受けるには

を押す

（最初の通話に戻るには、

もう一度 を押す）

●キャッチホンを利用する
には、NTTとの契約が
必要です。（有料）
お問い合わせ先：NTT窓口 116

（通話料金無料）

3 終わったら、受話器を戻す

電話を受ける

通話中に待ってもらう（保留）

1 通話中に を押す

スピーカーホンランプが点滅し、相手にメロディが流れる

2 通話に戻るには、もう一度 を押す

スピーカーホンランプが消灯する

● スピーカーホンで通話するときは、 を押す

お知らせ

●手順1で を押したあと、受話器を戻すこともできます。

通話に戻るには、受話器を取ります。

●保留メロディを流さないようにできます。（ � 20ページ）

着信ランプ�

スピーカーホン�
ランプ�
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ワンタッチダイヤル／ツータッチダイヤルを使う
よくかける相手の電話番号を、ワンタッチダイヤル（最大10件まで）とツータッチ
ダイヤル（最大10件まで）に登録できます。
●1つのワンタッチダイヤルボタンに、ワンタッチダイヤルとツータッチ
ダイヤルの2つの電話番号を登録できます。

ワンタッチダイヤル／ツータッチダイヤルに登録する

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 で電話番号を入力する

（22ケタまで）※

3 ■ワンタッチダイヤルに登録
するとき

登録するワンタッチダイヤル
ボタンを押す
「ピー」と鳴り、
ミュートランプが消灯する

■ツータッチダイヤルに登録するとき

を押し、登録するワンタッチダイヤルボタンを押す
「ピー」と鳴り、ミュートランプが消灯する

ワンタッチダイヤルボタン�

ミュートランプ�

■途中でやめるとき 受話器を取り、受話器を戻す。

■手順3で「ピピピ」と鳴ったとき
電話番号が制限ケタ数を超えて入力されています。受話器を取り、
受話器を戻したあと、手順1からやり直す。

お知らせ
●構内交換機に接続している場合に、外線の電話番号を登録するとき

手順2で外線発信番号のあとに を押し、相手の電話番号を入力して

ください。

※このワンタッチ
ダイヤルのみ
50ケタまで
登録できます。
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も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
と
き

ワ
ン
タ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
ル
／
ツ
ー
タ
ッ
チ
ダ
イ
ヤ
ル
を
使
う

ワンタッチダイヤル／ツータッチダイヤルを消去する

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 ■ワンタッチダイヤルを消去するとき

消去するワンタッチダイヤルボタンを押す
「ピー」と鳴り、ミュートランプが消灯する

■ツータッチダイヤルを消去するとき

を押し、消去するワンタッチダイヤルボタンを押す
「ピー」と鳴り、ミュートランプが消灯する

ワンタッチダイヤル／ツータッチダイヤルでかける

1 受話器を取る

2 ■ワンタッチダイヤルでかけるとき

ワンタッチダイヤルボタンを押す

■ツータッチダイヤルでかけるとき

を押し、ワンタッチダイヤルボタンを押す

ワンタッチ／ツータッチ番号カードの記入のしかた

カードを取り出し、相手の名前や電話番号などを記入します。

カバー�

ワンタッチ／ツータッチ番号カード�

ワンタッチダイヤルの相手を
各ボタンの上の段に記入します

ツータッチダイヤルの相手を
各ボタンの下の段に記入します

あなたの電話番号を記入します
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短縮ダイヤルを使う
よくかける相手の電話番号を、短縮ダイヤルに最大10件まで登録できます。

短縮ダイヤルに登録する

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 で電話番号を入力する

（22ケタまで）

3 を押す

4 登録する短縮番号

( ～ ）を押す
「ピー」と鳴り、
ミュートランプが消灯する

ミュートランプ�

短縮番号�

■途中でやめるとき 受話器を取り、受話器を戻す。

■手順4で「ピピピ」と鳴ったとき
電話番号を22ケタを超えて入力しています。受話器を取り、受話器を
戻したあと、手順1からやり直す。

お知らせ
●構内交換機に接続している場合に、外線の電話番号を登録するとき

手順2で外線発信番号のあとに を押し、相手の電話番号を入力して

ください。
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短縮ダイヤルを消去する

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 を押す

3 消去する短縮番号（ ～ ）を押す
「ピー」と鳴り、ミュートランプが消灯する

短縮ダイヤルでかける

1 受話器を取る

2 を押す

3 短縮番号（ ～ ）を押す

も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
と
き

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
を
使
う
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便利な通話中の機能

スピーカーホンの使いかた

受話器を置いたまま相手と話すことができます。
相手の声はスピーカーから聞こえます。話すときは、マイクに向かって話します。
（スピーカーの音量調節範囲：8段階）

■スピーカーホンにするには

を押す（スピーカーホンランプが点灯する）

●やめるには

もう一度 を押す（スピーカーホンランプが消灯する）

マイク

スピーカーホンランプスピーカー

お知らせ
●相手の声が途切れるとき 交互にお話しください。
●あなたの声を相手が聞き取りにくいとき マイクに近づいて話す、

または、 を押してスピーカーの音量を下げてください。
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自分の声が相手に聞こえないようにするとき（ミュート）

■ミュートにするには

通話中に を押す（ミュートランプが点灯する）

●やめるには

もう一度 を押す（ミュートランプが消灯する）

ダイヤル回線でプッシュホンサービスを利用するとき
（トーン信号を送るとき）

■トーン信号に切り替えるには

相手先につながったあとに を押す

も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
と
き

ミ
ュ
ー
ト
／
ト
ー
ン
信
号

ス
ピ
ー
カ
ー
ホ
ン

ミュートランプ�
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保留メロディを流すか、流さないか選ぶ
お買い上げ時は、保留中にメロディ「曲名：ラブ・ミ－・テンダー（オーラリー）」
を流すように設定されています。

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 を押す

3 を押す

4 ■保留メロディを流さないとき
を押す

■ 流すとき
を押す

5 を押す
「ピー」と鳴り、
ミュートランプが消灯する

ミュートランプ�

■途中でやめるとき 受話器を取り、受話器を戻す。



●右記矢印のワンタッチダイヤルボタンには、発信
規制をかけたくない電話番号を登録してください。
（このボタンのみ発信規制がかかりません）
このボタンに電話番号を登録する場合は、発信規制
の設定を解除してください。

21

発信規制を設定する

も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
と
き

発
信
規
制
を
設
定
す
る

保
留
メ
ロ
デ
ィ
を
流
す
か
、
流
さ
な
い
か
選
ぶ

■途中でやめるとき 受話器を取り、受話器を戻す。

■設定を解除するには 手順4で を押す。

お知らせ
●手順4で「1」や「11」を登録すると、「110」「119」など緊急ダイヤル
先にもダイヤルできません。

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 を押す

3 を押す

4 規制する電話番号の頭1ケタ
（または2ケタ）を入力する
● は、規制する番号としては使えません

● まちがえたとき
を押し、入れ直す

5 を押す
「ピー」と鳴り、ミュートランプが消灯する

電話番号の頭1ケタ（または2ケタ）を登録して、その番号で始まる相手先に、電話を
かけられないようにできます。
（例）市外局番の最初の「0」を登録すると、市外へかけられないようにできます。

ミュートランプ�



22

キャッチボタンの回線切断時間を変える
（フッキング時間の変更）

1 を押す
ミュートランプが点滅する

2 を押す

3 を押す

4 を押してフッキング

時間を選ぶ
：80 ms ：90 ms

：100 ms ：110 ms

：200 ms ：250 ms

：300 ms ：400 ms

：600 ms ：700 ms

5 を押す
「ピー」と鳴り、
ミュートランプが消灯する

ミュートランプ�

本機では、接続する構内交換機に合わせて、フッキング時間を変更できます。
●お買い上げ時は、「600 ms」に設定されています。
●フッキング時間は、構内交換機をお買い上げの販売店にお問い合わせください。

■途中でやめるとき 受話器を取り、受話器を戻す。

お知らせ
●構内交換機以外に接続する場合は、フッキング時間の変更をすると、キャッチ
ホンを受けられなくなることがあります。
お買い上げ時の設定（600 ms）に戻す。
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ヘッドセット（別売品）を使う
別売のヘッドセットを使うと、受話器を置いたまま通話できます。
●本機に乾電池が入っていないと、使えません。（ � 9ページ）

接続のしかた

スピーカーホンランプ�

ヘッドセット�
ジャック�

フック�

底面�

ヘッドセット
（ � 裏表紙「別売品」）

電話をかける／受ける

1 を押して電話をかける（または受ける）
スピーカーホンランプが点滅する

2 話す
■ 音の大きさを変えるには（受話音量）

を押す（4段階に切り替わる）

3 終わったら、 を押す
スピーカーホンランプが消灯する

お知らせ
●ヘッドセットで通話中に受話器を取っても、受話器での通話はできません。

●ヘッドセットで通話中にヘッドセットをヘッドセットジャックから抜くと、
スピーカーホンに切り替わります。

●スピーカーホンで通話中にヘッドセットを接続すると、ヘッドセットの通話
に切り替わります。

も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
と
き

ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
（
別
売
品
）
を
使
う

フ
ッ
キ
ン
グ
時
間
の
変
更
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故障かなと思ったとき

電

話

を

か

け

る

／

受

け

る

電話がかけられ
ないのですが？

質　問 答　え 参照ページ

●電話の回線種別が正しく設定されて
いますか？
電話の回線種別を設定してください。

●電話機コードが外れていませんか？
接続を確認してください。

●ADSLに接続していませんか？
接続を確認してください。

● ISDN回線に接続していませんか？
接続を確認してください。

●発信規制が設定されていませんか？
発信規制を解除してください。

11

10

26

27

21

フリーダイヤルや
天気予報、184
や186をつけて
かけられないので
すが？

●ADSLに接続していませんか？
本機を電話コンセントに直接つな
いで確認し、正常の場合は、
ADSLの事業者にご相談ください。

26

再ダイヤルできな
いのですが？

●前回のダイヤルが、32ケタを超えてい
ませんか？
32ケタを超えると再ダイヤルでき
ません。

受話器を取ったと

きや を押し

たときに、スピー
カーホンランプが
6回点滅するので
すが？

●電池が消耗しています。
乾電池を交換してください。 29

着信ランプが時々
点滅するのです
が？

●故障ではありません。
下記のような場合、点滅します。
・受話器を取ったり戻したりしたとき

・ を押したとき

・並列の電話機を使ったとき
・ダイヤル回線でダイヤル中
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故
障
か
な
と
思
っ
た
と
き

困
っ
た
と
き

通

話

中

自分の声が相手に
聞こえないのです
が？

質　問 答　え 参照ページ

●受話器の送話口を指や顔などでふさい
でいませんか？
送話口をふさがないでください。

●ミュートランプが点灯していませんか？

ミュートを解除するには、 を

押してください。

19

電話の回線種別な
どの設定、電話番
号の登録などがで
きないのですが？

●乾電池が入っていますか、または電池
が消耗していませんか？
乾電池を入れてください。
または乾電池を交換してください。

●ボタン操作の間隔を、約1分以上開け
ていませんか？
ボタン操作の間隔は、約1分以内で
行ってください。

●通話を保留していませんか？
保留中は設定できません。保留を
解除してください。

9
29

13
設

定

／

登

録
登録中に電話がか
かってきたのです
が？

●電話に出るには、受話器を取る、

または を押してください。

電話を切ったあと、登録をやり直して
ください。

登録した電話番号
や設定が消えてい
るのですが？

●電池がなくなると、設定した内容は
消えます。
再度、登録してください。

そ

の

他

動作がおかしいの
ですが？

●本書24、25ページを見て処置してく
ださい。直らないときは、初期化して
ください。
（登録した内容が消去されます）

電話機コード、乾電池を外し、
受話器を外した状態で1時間お待ち
ください。
（ � 本書「廃棄・譲渡・返却の
とき（初期化）」）

7
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接続について

ADSLに接続するとき

※ADSLモデムによっては、スプリッタ
（市販品）などが必要になります。

■電話の音量が小さい、聞こえない、雑音が多いときは…
本機を電話コンセントに直接つないで確認し、正常の場合はADSL事業者に
ご相談ください。

●ADSLから携帯電話に電話をかけると、電話番号が通知されず、相手に「非通知」
と表示されることがあります。詳細はADSL事業者にお問い合わせください。

（接続例）

●ADSLへの接続方法や接続後の不具合は、下記内容を確認のうえ、
ご契約のADSL事業者にお問い合わせください。

LINELINE DADATA本機に付属している電話機コード(6極2芯）

ADSLモデム(スプリッタ内蔵)※

電話コンセント

電話機コード
(6極2芯）

（表示例）
「ADSL」など

（表示例）�
「PHONE」など

データ機器接続用モジュラージャックへの接続について

（接続例）

LINE DATA

●本機とパソコンなどで同時に電話回線を使うと、誤動作の原因になります。
●ADSLモデムやISDN回線のターミナルアダプターは、接続できません。

パソコン（外付けモデム）などを電話機コードで電話回線に接続して使いたいときに、
データ機器接続用モジュラージャックに接続して使うことができます。
（電話機の接続を、変えずに使うことができるので便利です）
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ISDN回線に接続するとき

ターミナル
アダプター
（市販品）

電話コンセント

本機に付属している
電話機コード(6極2芯）

電話機コード(6極2芯）

（表示例）
「回線」「LINE」
「ISDN/U」など

アナログポートへ
（表示例）�
「電話A」「TEL1」�
「ANALOG1」など LINELINE DADATA

■キャッチホンを利用するときは…
ターミナルアダプターの設定が必要です。
（ターミナルアダプターの取扱説明書をお読みください）

■電話をかけたり、受けたりできないときは…
ターミナルアダプターの「リバーススイッチ（極性を切り替えるスイッチ）」
「DSUを切り離すスイッチ」を確認してください。
（ターミナルアダプターによっては、スイッチが無いものもあります。
設定のしかたは、ターミナルアダプターの取扱説明書をお読みください）

ターミナルアダプター（市販品）が必要です。

（接続例）

●本機の電話の回線種別を「プッシュ回線」に設定してください。（ � 11ページ）

並列に接続するとき

（接続例）

NTT 1回線�

本機� 並列電話機�

電話コンセント�電話コンセント�

■本機で保留した電話を他の並列電話機で取るとき
並列電話機で電話に出ると、保留は解除されます。

並列接続とは、1つの電話回線に複数台の電話機を接続することです。

回
線
に
接
続
す
る
と
き
／
並
列
に
接
続
す
る
と
き

デ
ー
タ
機
器
接
続
用
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
へ
の
接
続
に
つ
い
て
／

に
接
続
す
る
と
き

困
っ
た
と
き

A
D
S
L

I
S
D
N
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壁（柱）に掛けるとき
付属の木ねじ・ワッシャーと壁掛けアダプターで、壁掛けできます。
●木ねじがしっかり固定できる壁（柱）に取り付けてください。

1 壁掛け用ツメを止まるまで出す

2 電話機コードを壁掛け
アダプターの内側に入れ、
壁掛けアダプターを
本体に取り付ける

3 電話機コードを本体につなぎ、
本体を壁（柱）に掛ける

●電話を切らずに、下図の
位置に受話器を置くこと
もできます。

1 押す

2 回転させる

2

2個の穴に�
壁掛けアダプター�
を引っ掛ける

1 引っ掛ける

約8.5 cm

2.5～3 mm

ワッシャー� 壁�
（柱）�

木ねじ�

壁（柱）�
1

2 本体を押し下げる

約
8
.5
 c
m

電話コンセントへ

お願い

●石膏ボード、ALC（軽量気泡コンクリート）、コンクリートブロック、厚さ
18 mm以下のべ二ア板など強度の弱い壁には取り付けないでください。
（落下して、けがの原因になることがあります）
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乾電池を交換するとき
受話器を取ったり、 を押したときに、スピーカーホンランプが6回点滅すると、

電池が消耗しています。
新しい単3形アルカリ乾電池に交換してください。（電池がなくなると、登録した
電話番号や設定が消えます）

●乾電池が必要な機能と電池の使用可能時間については（ � 9ページ）

手順1～3の操作を1分以内で行ってください。
（1分を超えると、電話番号や設定した内容が消えることがあります）

1 電話機コードを抜く
● 受話器は、外さないでください。

2 電池カバーを矢印の方向に
押して外し、乾電池をすべて
交換する
● 乾電池は、電池収納部の ＋ －

表示に従って入れてください。

3 電池カバーを閉める

4 電話機コードをつなぐ

LINE DADATA

レバーを押さえ�
ながら引き抜く

+

-

-

+

+

-

1

2

3
+

-

-

+

+

-

お知らせ
●単3形マンガン乾電池を使うこともできますが、使用可能時間を長くするために、
単3形アルカリ乾電池をお勧めします。充電式電池は、使用できません。

お願い

●使用済みの乾電池は、地域で定められた条例に従って処理してください。
●分別が必要な場合は、燃えないゴミに区分されます。

乾
電
池
を
交
換
す
る
と
き

壁
（
柱
）
に
掛
け
る
と
き

必
要
な
と
き
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お手入れ
乾いた布でからぶきする

お願い

●アルコール類、みがき粉、粉せっけん、ベンジン、シンナー、ワックス、
石油、熱湯は使わないでください。
また、殺虫剤、ガラスクリーナー、ヘアスプレーなどをかけないでください。
（変色、変質の原因になります）

仕様

外形寸法
（高さ×幅×奥行）

質量

約96×168×224mm

約670 g（乾電池除く）

使用環境

適用回線

直流抵抗値

電話回線（ダイヤル回線、プッシュ回線）※1

新電電（NCC）回線

410 Ω※2

温度5 ℃～35 ℃
湿度45 ％～85 ％

※1 構内交換機に接続した場合、交換機の種類によっては、交換機の一部の機能が
利用できない場合があります。

※2 直流抵抗値が300 Ωを超えておりますので、電話をかけることができない
場合は、販売店にご相談ください。

電源 単3形乾電池　3本
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保証とアフターサービス（よくお読みください）

●本機の故障・誤動作、または外部要因により電話が使えなかったことにより
発生した損害の補償については、当社はその責任を負えない場合もございます
ので、あらかじめご了承ください。

修理・お取り扱い・お手入れ
などのご相談は…

まず、お買い上げの販売店へ
お申し付けください

転居や贈答品などで
お困りの場合は…

●修理は、サービス会社・販売会社の
「修理ご相談窓口」へ!
●使いかた・お買い物などのお問い合わせは、
「ファクス・電話機ご相談窓口」へ!

■保証書（別添付）
お買い上げ日・販売店名などの記入を
必ず確かめ、お買い上げの販売店から
お受け取りください。
よくお読みのあと、保管してください。

■補修用性能部品の
保有期間
当社は、この電話機の補修用性能部
品を、製造打ち切り後5年保有して
います。
注）補修用性能部品とは、その製品の
機能を維持するために必要な
部品です。

●保証期間中は
保証書の規定に従って、出張修理を
させていただきます。

●保証期間を過ぎているときは
修理すれば使用できる製品については、
ご要望により修理させていただきます。
下記修理料金の仕組みをご参照のうえ、
ご相談ください。

●修理料金の仕組み
修理料金は、技術料・部品代・出張料などで構成されています。

技術料 は、診断・故障個所の修理および部品交換・調整・修理完了時の点検
などの作業にかかる費用です。

部品代 は、修理に使用した部品および補助材料代です。

出張料 は、お客様のご依頼により製品のある場所へ技術者を派遣する場合の
費用です。

24、25ページの「故障かなと思ったとき」に従ってご確認のあと、直らないときは、
お買い上げの販売店へご連絡ください。

ご連絡いただきたい内容

電話機製品名

VE-F39品　番

年　　月　　日お買い上げ日

できるだけ具体的に故障の状況

お願い

修理を依頼されるとき

保証期間：お買い上げ日から
本体1年間

保
証
と
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
）

お
手
入
れ
／
仕
様

必
要
な
と
き

5年

F39_PQQX14299TA  11.3.4  17:21  ページ31
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保証とアフターサービス（よくお読みください）
ご相談窓口における個人情報のお取り扱い

パナソニック株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談
への対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を残すことがあります。また、
折り返し電話させていただくときのため、ナンバー・ディスプレイを採用しています。
なお、個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託する場合や正当な理由がある場合を
除き、第三者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓口にご連絡ください。

「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。
http://www.panasonic.com/jp/support/

● 使いかた・お手入れなどのご相談は… ● 修理に関するご相談は…

※ご使用の回線（IP電話やひかり電話な
ど）によっては、回線の混雑時に数分
で切れる場合があります。

F39_PQQX14299RA  14.2.18  17:31  ページ32
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メモ
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■本機は日本国内用です。国外での使用に対するサービスは致しかねます。
■This product is designed for use in Japan.

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan.

別売品（価格、ご注文については、お買い上げの販売店にお問い合わせください）
2005年4月現在のものです。

品 番

お 客 様
ご 相 談 窓 口

販 売 店 名

お買い上げ日

便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です）

（ ） ー

（ ） ー

VE-F39年　　　月　　　日

〒812-8531 福岡市博多区美野島四丁目1番62号

© Panasonic System Networks Co., Ltd. 2004

PQQX14299RA FM0404TU8024Printed in Malaysia

ヘッドセット KX-TCA89JP

品　　　　名 品　　　　番

F39_PQQX14299RA  14.2.26  9:57  ページ36
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